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５

月 

 

 

 

 

 

 

 

６

月 

 

 

 

諸 

 

地 

域 

 

世 

 

界 

 

と 

 

文

明 

１東アジア 

① 秦漢帝国の成立 

② 分裂の時代と隋唐帝国 

③ 制服王朝と宋 

＊人類の発生・進化や食糧生産革命、文明の成立

など人類史を概観し世界史学習への興味付けを

する 

＊漢民族と遊牧騎馬民族の関係に留意しながら、

東アジアの世界像を把握させる 

２南アジア 

① 南アジア世界の成立 

②南アジア世界の展開 

＊自然の脅威の下で宗教と社会制度を共通の基

盤として多様な風土と民族・言語からなる南アジ

ア世界像を把握させる 

３東南アジア 

① インドと中国の文化の間で 

＊インド・中国の影響を受けながらも、港市ネッ

トワークを基盤に模倣ではない独自の文化を生

み出した東南アジア世界像を把握させる 

４西アジア・エジプト 

① オリエントの世界の統一 

② イスラーム世界の成立 

③ イスラーム帝国の分裂と多

様化 

＊イスラームの特色を理解させ拡大分裂しなが

らも地域性を加え独自の世界を形成したイスラ

ームの世界像を把握させる 

５ヨーロッパ世界の風土と人々 

① 地中海世界 

② ヨーロッパ世界の形成 

③ ヨーロッパ世界の展開 

＊ギリシャ・ローマの伝統とキリスト教によって

ひとつの文明を形成したヨーロッパ世界の特色

を理解させ、東ヨーロッパと西ヨーロッパの世界

像を把握させる 

６南北アメリカの風土と人々 

①独自の文明を築き上げた南北ア

メリカ 

＊ アメリカ先住民について理解を深めるとと

もに南北アメリカ大陸の独自の文明像を把

握させる 

 

 

 

 

 

７

月 

 

 

 

 

 

 

 

一 

体 

化 

に 

向 

か 

う 

世 

界 

１繁栄するアジア 

① モンゴル帝国のあとに起こっ

た諸国家 

② イスラーム諸王朝の繁栄 

③ 伝統的中華王朝 

④ 清帝国の繁 

＊政治的・文化的にも成熟期を迎えたアジアの諸

帝国を通して１６～１８世紀の世界の特質を理

解させる 

 

 

２大航海時代を迎えるヨーロッパ 

① ルネッサンスと宗教改革 

② 大航海時代始まる 

③ ヨーロッパの国づくりと国際

関係 

 

＊大航海時代のヨーロッパ各国の海外進出と諸

地域の動向を中心に世界の一体化とヨーロッパ

の主権国家体制を通してヨーロッパ世界を把握

させる。 

 

教科 地歴 科目 世界史 単位数 ２ 学年 ３ 

教科書 

 

世界史Ａ新訂版（実教出版） 担当者  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後

期 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10

月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ヨーロッパとアメリカの革命 

① 産業革命 

② アメリカ独立 

③ フランス革命 

④ ナポレオンのヨーロッパ支配

から 

ウィーン体制へ 

⑤ 市民社会の誕生と社会主義運

動の発生 

＊ヨーロッパとアメリカの革命を中心に社会の

産業化と国民国家の形成が相互に関連しあって

いたことを把握させる。 

 

 

 

 

４自由主義・国民主義の進展 

① 1848年 19世紀の転換点 

② 国民国家の発展と列強の世界

進出 

③ ロシアの革命 

④ 南北戦争 

＊１９世紀の転換点となる１８４８年を節目に

自由主義と国民主義が進展した１９世紀後半の

欧米社会を理解させる 

 

 

 

５アジア諸国の動揺                 

① オスマン帝国の弱体化 

② エジプト・スーダン・イラン 

③ ムガル帝国の崩壊とインド大

反乱 

④ 東南アジアの植民地化 

＊中東、南・東南アジア諸国の内部で進行してい

た変化とヨーロッパの進出によって引き起こさ

れた変貌を捉えさせながらアジア諸国の動揺と

対応を通して 19世紀のアジアとヨーロッパの関

係を理解させる 

 

６東アジアの大変動 

①中国と日本の近代化日清戦争 

②孫文と辛亥革命 

 

 

＊東アジアの内部で進行していた変化とヨーロ

ッパの進出によって引き起こされた変貌を捉え

させながら、東アジアの変動を概観し、日本の対

応なども含めて１９世紀の一体化とその特質を

理解させる 

11

月 

 

 

 

 

 

 

12

月 

 

 

 

１ 

月 

 

 

２

月 

 

 

 

 

現 

代 

の

世

界

と 

１現代世界の芽生え 

① 世界を分割する帝国主義 

 

 

 

＊１９世紀後半から２０世紀前半にかけて欧米

諸国や日本に見られた社会の急激な変化とヨー

ロッパ列強の世界分割を巡る競合、人口移動など

を通してまったく性格の異なる新しい社会の出

現と帝国主義時代の世界の一体化と社会の変容

を把握させる 

日

本 

２第一次世界大戦 

① ドイツの挑戦とバルカン半島 

② 第一次世界大戦はじまる 

③ ロシア革命 

④ ベルサイユ体制 

＊第一次世界大戦の原因・性格、戦争がもたらし

た世界の変化を理解させるとともにロシアでの

史上初の社会主義革命、国際秩序の変化を通して

戦争と革命が２０世紀の大変動の起点になった

ことを理解させる 

２民族自決 

① インド・中東の民族運動 

② 東アジアの民族運動 

＊アジア諸国の抵抗、近代化の動き民族意識の形

成など社会変革へのアジアの主体的な動きを把

握させる 

 ３第二次世界大戦 

① 世界恐慌とルーズベルト 

② 日中戦争 

③ 第二次世界大戦 

＊世界恐慌が国際秩序に危機をもたらし新たな

国際対立を生み出した事やナチズムなど全体主

義と大衆化現象の関連、日本の動向と世界の動き

などを理解させる 



３

月 

４冷たい戦争と国際社会の変化 

① 新しい協調と対立の始まり 

② 多極化する世界  

③ 揺らぐ米ソ 

 

 

 

 

米ソを中心とする両陣営の対立やアジア・アフリ

カで見られた民族独立運動の展開を通して世界

の動向を理解させる 

＊戦後世界のあり方が 1970年以降を大きく変容

していったことを理解させ、これからの国際社会

における日本の役割について考察させる 

 


